
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨時休校中に実施された在宅取組を紹介します 

 

NO.８５ 

かなえママ きょーくん 

手
て

塩
しお

教頭先生 

☆バックナンバーは「中濃県事務所ＨＰ」から

ダウンロードできます。 

 

令和２年 ９月発行    

中濃県事務所 振興防災課 振興防災係     

家庭教育担当：後藤 

〒501-3756美濃市生櫛 1612-2 
TEL： 0575-33-4011内線２１０ 

：goto-yuka@pref.gifu.lg.jp 

家庭教育学級長さん応援つうしん 

【「かてきょー」の紹介ページ QRコード】 

秋の気配を感じる季節となりました。皆様お元気でお過ごしでしょうか。今年度は短い夏休みとなりましたが、

園や学校には元気な声があふれ、活気が戻ってきていることと思います。 

今月号では、休校中や夏休みに、家族のつながりを深める在宅取組をされた実践と、県内の様々な取組の

様子を紹介します。 
 

 

〈取組期間〉   ５月中 

〈主催者の願い〉  

 

   ➀「１家庭１ボランティア」 

全校家庭対象                   ➁「食育の日」  

 

➀「１家庭１ボランティア」 

休校中、各家庭で子どもが自主的に

手伝いをし、親が認め励ますことで親子

のつながりを深める。 

➁「食育の日」 

休校を利用して、親子で家族のため

の食事づくりに挑戦する。 

倉知小学校では、例年夏休みに在宅取組を行っていましたが、今年度は PTA から

「家にいるこの機会を利用して取り組もう！」という声が上がり、５月の臨時休校

中に２つの取組を実施しました。 

 先が見えない状況の中だからこそ家族が温かく支え合い、かけがえのない家族の

大切さに気付く親子取組にされています。 

・親子で話をするたいへん良い機会になったという声が多くあった。 

・食育の日の取組は、休校期間を利用して食事に目を向けることができたり、

自分の食事について考えたりでき、良い機会となった。 

・1 家庭 1 ボランティアカードをきっかけに自分も家族の一人という気持ち

が生まれてきたと思う。 

 
 

 

【保護者・参加者の声から】 

 

 

・PTA からの声を大切にして、親子のつながりを願う温かい活動を早期に実現されたこと。 

・取組後にカードを見合うことができるような工夫をされたこと。 

 

 

 

【学びポイント】 
】 

  

・休校中に、担任の先生方が学校からのお便りなどを児童の家庭にポストインする。その際、厚紙

に印刷した取組カードも一緒に入れ、各家庭で取り組む。 

・取組後、カードは学級ごとに１冊にまとめ、１学期の保護者懇談の際に廊下に展示し、待ち時間

に手に取って見ることができるようにした。自然に多くの方に見ていただくことにつながった。 

【具体的な取組方法】 

 

ステイホーム中

の取組です！ 

実践カードは次ページで紹介します→ １／６

枚目 
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取組カード等の紹介 

 

「１家庭１ボランティア」の感想より 

【児童：チャレンジして思ったこと】 

これからもおてつだいをつづけたいです。 

【おうちの方から】 

７かかん、すすんでできました。これから

もお願いします。 

 

「食育の日」の感想より 

【お家の方：お子さんへのメッセージ】 

いつもはカレーをたべないおじいちゃんも、

よろこんでたべてくれたから、うれしかった

ね。おとうさんはおかわりしてくれたね。 

２／６

枚目 

 

厚紙の表と裏にカードを印刷されました。

２つの活動の足跡を１枚に残すことがで

き、記入や提出などが便利なところもいい

ですね。 

「食育の日」の感想より 

【児童：感想や次回がんばりたいこと】 

わたしはとうふのみそしるがいちばん

すきです。みそをとかすのが、むずかし

かったです。 

【お家の方：お子さんへのメッセージ】 

いつもごはんのお手つだいをしてくれ

てありがとう。とってもおいしいおみそ

しるができましたよ。また、いろんなご

はんをいっしょにつくろうね。 

 

美濃アレンジ版「１家庭１ボランティア

チャレンジカード」を活用されています。 

☞中濃県事務所 HP 

中濃地区の家庭教育学級の 

ページよりダウンロードが 

可能です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「メディアとのかかわりを考えよう」 

1 年生家庭対象 

 

〈取組期間〉 夏休み（８月 1日～19 日）の中の１週間 

〈主催者の願い〉  

 
夏休み中、家にいることが多くなることから、家族で約束を決め

テレビやゲームの時間、メディアとのかかわりを考えたい。 

今年度の家庭教育学級では、コロナ禍の中でも各家庭の状況に合わせて取り組むことができる

『在宅取組型』の活動をお勧めしています。親子で決めたことに一緒に取り組むことで、共有する

時間や会話が増え、普段見えない子供の姿や成長に気づく機会にもなります。これからの季節、『親

子クッキング』・『親子読書』（読み聞かせ・同じ本を読み感想を交流する）・『家族でスポーツ』な

ど様々な取組ができそうです。家族のふれあいを大切に広げていきましょう。 

 初めて迎えた小学校の夏休みに、1年生の親子がメディアとのかかわりを考える約束運動に取り組

みました。各家庭の予定に合わせて、夏休み中の 1 週間を取組期間にしました。家族で約束を決めて

取り組むことで、子供自身が約束を守ろう！と意識でき、メディアとのかかわりを考えるきっかけに

なったと思うと学級長さんは振り返られました。取組を機会に、ＴＶやゲームの代わりに家族で過ご

したり、遊んだりすることができた家庭もあったようです。 

なまえ 

テレビやゲームが大好きだけ

れど、決めたことを守ってがま

んしていてえらかったです。そ

のかわりに、みんなでできるカ

ードゲームや、ボードゲームな

ど、家族の時間がもてて良かっ

たと思います。これからも、1 人

でするゲームより、みんなでで

きることを積極的に誘い合って

親子の時間をもちたいです。 

美濃アレンジ版「話そう！語ろう！

わがやのやくそく」カード〈乳幼児版〉

をアレンジして活用されました。 

 

 

【取組後の感想より】 

・テレビの時間を決めたことによ

って、他の遊びをしたり、本を

読んだりすることができた。 

・目標をもって進められた。 

・家族で遊ぶ時間がもてた。 

・いつも約束を決めてもなかなか

守れないことが、表にすること

で目に見えて、「できた」「でき

ない」が子供に伝わりやすくて

良かった。 

３／６

枚目 

 

 

・メディアとのかかわりについて

親子で決めた約束に取り組むこ

とが、生活習慣を見直すことや、

親子のふれあいを深めることに

もつながっていること。 

・各家庭の様子に合わせて無理な

く取り組み、約束が守れたこと

を認めて褒める温かい取組にさ

れていること。 

 

 

 

 

【学びポイント】 
】 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「親子の絆,深めよう 親子クッキング」 

1 年生家庭対象 

 

４／６

枚目 

 

夏休みを機会に、１年生が親子クッキングに取り組みました。記録カードには、家庭内

で採れた野菜を使ったり、家族の誰かをお祝いするために作ったりした様子が記録され、

それぞれの家庭の創意工夫を生かした取組になりました。保護者からのメッセージには、

料理に関する感想や感謝、食事づくりを通して家族の一員であることを再確認する温か

い言葉が書かれていました。家庭で過ごす良さを見つめ直す機会にされました。 

〈取組期間〉 夏休み（８月 1 日～19 日）の中で実施 

〈主催者の願い〉 家族と一緒に食事を準備することを通して家族の一員であることを自覚したり、

家族のために働く喜びを感じたりして欲しい。また、今後も食事づくりに興味をもっ

て取り組むきっかけにしたい。 

 

・家族のためにメニューや味付けを工夫する子供たちの思いと、調理の様子を見守る家族の思いを

互いに伝え合い、親子の絆を深める活動になったこと。 

・取組の自己評価☆も高く、親子で協力しながら楽しく実践されていること。 

 

【学びポイント】 
】 

 

「食育の日」の感想より 

【作った生徒の感想】 

・しっかり調味料を量らなくちゃと思 

っていたけれど、お母さんはだいた

いの量で入れていて、大丈夫かなと

心配しながら作った。でも、とても

おいしかった。お母さんの量がおい

しい量だった。お母さんはすごいと

思った。 

・お姉ちゃんの最後の部活のお疲れ会

のために作りました。作るのも大変

だったけれど、使った道具を洗った

り片づけたりすることも大変だった

し、ちゃんと時間に間に合うように

作るのも大変だと分かりました。 

【おうちの方からのメッセージ】 

・みんなで作ると楽しくとてもおいし

いこと、食事は買い物から片付けま

で大変であるということ、どちらも

実感してくれたようでした。とても

おいしかったです。ありがとう。ま

たみんなで何か作りましょう。 

たくさんふんで、袋が破け

るハプニング。楽しくおい

しいうどんができたね。 

畑の野菜を８種

類使って作りま

した。味付けは

あんまりせず、

野菜そのままの

味にしました。 

作った感想  

みんなからおいしかったと言われてうれしかったです。

意外に簡単にできたので、また作りたいです。スープ

はたくさん栄養がとれました。 

おうちの方からのメッセージ 

野菜を切ったり、ピザの調合や生地をのばしたりする手際

が良く、上手く作れたと思います。祖父母が作って収穫した

野菜がたっぷり入ったスープは美味しくておかわりしまし

た。また、一緒に作りましょう。 

メニュー  ピザ・野菜スープ 

学校独自のカードを作成して使用。

アピールポイントや取組の良さを☆

いくつかで評価できるように工夫さ

れています。 

弟のために辛く

なり過ぎない味

付け。ありがとう。 

他の記録カードより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西濃地区では  

 

スマホを使って動画の視聴から

アンケートまでできます。また、時間

と場所を選ぶことなく、多くの保護

者に見ていただくことができます。 

５／６

枚目 

 

県内の取組を紹介します！ 

岐阜地区では  

 

この時期にイベント行うための様々な配慮（準備や対策） 

 ・人数制限（昨年５０組募集→２５組） 

 ・開催時間帯はこのイベントの参加者のみで他の利用を制限 

 ・入室の導線（受付で集中させない） 

 ・健康体温チェック・マスク・手指の消毒 

 ・座る位置の明示（２ｍ間隔×印） 

 ・活動はその場でできること（英語の手遊び歌・じゃんけん等） 

 ・道具・材料の配布は非接触（袋を自分で取る） 

・入館の規則を明示（HPにも掲載）  

  

参加者：２２組               
（保護者 2２名・乳幼児２６名） 

講 師：  

会 場：児童センターアリーナ  

 

◎  

・いろいろな遊びがあって 

楽しかった。 

・子どもが楽しんでいるの

が良かった。 

・コロナ禍があっても集ま

れたし、話せたことが楽し

かった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東濃地区では  

代表が LINE の LIVE 機能を活用した配信を考案し、７月１５日から８月まで毎週水曜日に配信をしました。 

内 容   第１回 手遊び・手作りグッズを使った遊び歌  

        第２回 「たぬきのポン太」メンバーによる手遊び、 恵那市社会教育指導員による創作人形劇 

 

見てくださったお母さん

から、「また見たいで

す！」「子どもが手遊び

を喜びました。」などの

メッセージが入り、とて

も励みになりました。 

 

飛騨地区では  

 

小さいひよこ全学級生は２５名ですが、

３つのグループに分け、今回の学級生

は３名でした。支援センター職員３名、

町教委関係者４名による、一人ひとりに

は非常に手厚い、別の意味では“密度

の濃い開講式”となりました。 

６／６

枚目 

 

可茂地区では  

 

 委員会では、コロナ禍の

影響から年間計画を見直

し、在宅型家庭教育学級

に取り組まれました。 

図：実践カード（委員の皆

さんによる手作り） 


